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1. 背景 
 近年，女性の社会進出が増加し兼業主婦の割合が増えている
［1］．それに伴い，自分のワークスタイルに応じて仕事場を自
由に選ぶことができる制度の導入が進んでいる．しかし，親子
のコミュニケーションの円滑化においては親子が共に過ごす
時間について量よりも質の方が重要であると報告されている
[2]． また仕事と育児の場所が混同することで，両者の区分け
がし辛くなり，子どもの様子の変化や合図に気づきにくくなる
など，結果として子どもと過ごす時間の質の低下につながるこ
とが懸念される． 
一方で，女性の育児負担についての研究結果も報告されている
[3][4]．負担の一つとして“子どもにどう接すればよいのかわ
からない”など「母親としての効力感低下（母親として自信が
持てないこと）」が挙げられている．そこで，幼児の心情を推
定し母親に気づかせることにより母親の負担を軽減したいと
考えた．心情は本人の行動や姿勢に影響を及ぼすことから，行
動を客観的に観測することにより心情を推察できると考えら
れる．  
従って本研究の目標として，母親が家事や仕事で忙しい状況下
において，センサーを用いて客観的に取得した行動データから
幼児の心情を推測し母親に気づかせることにより，親子間にお
ける短時間で質の良いコミュニケーションの実現を支援する
ことを目指す．そのために，まずは心情がどのような行動に表
出するかを明らかにする必要がある． 
そこで本研究では幼児の心情と行動の関係を明らかにするこ
とを目的とする． 
行動から心情を推定することが可能となれば，対象の子どもに
ついてあまり知識のないベビーシッターや子育てに不慣れな
保護者，また介護や教育など育児以外への応用も期待される． 
2. 本研究への取り組み 
 幼児の心情とそれを反映する特徴的な行動の対応関係につ
いては，様々な報告が行われている[5][6]．しかしながら，複
数の心情が同一の行動の形で現れる場合もあり，行動のみから
心情を特定することは難しい．そこで本研究では，幼児の断片
的な行動でなく，文脈を考慮した行動の履歴と心情の関係を明
らかにすることを試みた．今回は多々ある心情の中で“不安感”
に注目する．不安感にはさまざまな要因が含まれるが，本研究
では「子どもが母親に構ってほしいと思う感情」と定義した． 
また，先行研究より家庭不適応児は母親を確認する回数が高い
という報告がある[7]．確認するという行為は，母親に視線を
向ける行為である．この結果は，実験で幼児が作業をしている
際の動作を観測したものである．家庭不適応とは，子どもが家
庭に対して何らかの不安を抱き，それがストレスとして蓄積さ
れた結果表れる状態である．従って，母親を確認する頻度が高
いほど不安を感じている可能性が高いと考えられ，これを仮説
とした．本研究の流れとして，まず母親が忙しい状況下で幼児
の心情と行動を観測する．次に心情と行動を照合し心情ごとに
表れる行動を整理し，不安に関連する行動を抽出した． 
子どもの心情は母親の主観評価を用いた．詳しくは次の章で述
べる． 
3. 実験 
 不安を抱いた際の子どもの行動を明らかにすることを目的
とし，子どもの行動観測を行った． 
3.1. 実験方法 
今回の実験では，家で母親が家事や仕事に集中している際に，
母親の姿が見える範囲で子どもが遊んでいる場面を想定した
（図3.1）．その際に子どもが抱く不安感に伴う行動を調査した．
 
図 1 実験環境 
 
実験中，子どもには普段から使用しているおもちゃで遊んでい
てもらい，母親には座って出来るタスク（仕事・家事・SPIの
問題など）に取り組んでもらった． 
子どもが構ってほしくなる状態を再現できるよう，母親にはタ
スクを優先するように伝え，極力子どもには一人で遊ぶよう促
してもらった．被験者は3～5歳の幼児をもつ親子3組みで，時
間はそれぞれ30分である． 
以下に手順を示す． 
1) ビデオカメラで子どもの行動を記録する 
2) 記録した映像を母親が見て，子どもの心情を回答する 
3) その後回答内容と行動を照らし合わせ，不安を抱いた際
の行動を調べる 
次に心情の取得について述べる． 
本人の自主評価は厳しいため，子どもの心情は母親から見た主
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観評価とした．整理指標を用いて判断する方法もあったが，被
験者へのストレスや自然な行動の計測が難しくなることが懸
念されたため，今回の方法を選択した． 
本研究の最大のねらいは，母親が何らかの作業をしている時に，
普段であれば気づくような子どもの変化や合図を見逃してし
まうことを防ぐことである．従って，母親が子どもの様子をす
べて観察したうえで判断した様子をその時の子どもの心情と
して用いた． 
母親が映像を振り返る際には，子どもの変化や気づいたことを
自由に述べてもらう形式をとった． 
3.2. 心情の分類 
 先述した通り，今回は不安感を「子どもが母親に構ってほし
いと思う感情」と定義したため，母親が“今構ってほしそうに
している，相手してほしいんだなあ”など子どもが母親に相手
をしてほしい気持ちの表れている回答をした時を，不安を抱い
ている状態とした．それに対し，“落ち着いて遊んでいる・遊
びに集中している・熱心に作業している”など母親に対して構
ってほしいと感じていない様子が回答された時を安心してい
る状態とした． 
安心・不安の２種類を用い，以下のような状態遷移図を作成し
た． 
 
図 2 心情の状態遷移 
 
安心を抱いている状態をA，不安を抱いている状態をB，また安
心から不安へ移る状態をA-B，不安から安心へ移る状態をB-Aと
して分類した．母親の回答から A・Bを特定し，その間をそれ
ぞれA-B・B-Aとした．以上４つの状態に分割して，被験者ごと
にそれぞれ行動と照らし合わせる． 
4. 行動と心情の照合 
 まず観測された行動の分類を被験者ごとに行う．類似したも
の同士をまとめた後，働きかける対象ごとに以下の４種類に分
類した． 
 グループ１：自分のみ（例：ひとり言を話す） 
 グループ２：自分・物（例：おもちゃであそぶ） 
 グループ３：自分・母親（例：問いかける） 
 グループ４：自分・物・母親（例：作品を見せる） 
次に被験者ごとに心情と行動を照らし合わせ，どのような傾向
が見られるかを調べる．各色は4.1節以降に用いるグラフの色
に対応している． 
4.1. 被験者１ 
 グループと心情の関係を，秒数と回数の２点についてグラフ
化したものを以下に示す． 
図 3 被験者１における行動と心情の関係（秒数） 
 
 
図 4 被験者１における行動と心情の関係（回数） 
 
図3,4より各グループとも秒数・回数共に同じ推移が見られた．
また両者ともグループ３の割合が高いことから，被験者１の全
体の傾向として，母親へ働きかける行動の秒数・回数が共に多
いことがわかった．次いでグループ１，グループ２となり，グ
ループ４の行動はあまり見られなかった． 
そこでグループ１～３について注目する． 
グループ１は，両グラフより心情Aで最も多く観測された．A-B
で減少しBでは観測されなかった．その後B-Aで再び数値が上昇
した．従って，グループ１は心情が安心へ向かう時または安心
感を抱いている時に見られる傾向にあると考えられる． 
グループ２については，図3ではAとA-B間で大きく差が見られ
たが，図4ではそれほどの差が見られなかった．このことから，
Aでは１回あたりの継続時間が長い行動が多く観測されたと考
えられる．そこでAとA-Bについてグループ内の行動の内訳につ
いて注目したところ，Aでは“遊ぶ”行動が長時間観測され，
その後A-Bにおいて“片付け・周りを見る”という行動が追加
で観測された．従って，不安を抱き始める際は，遊びに集中し
ている状態から周囲へ注意が向く行動の変化が表れると考え
られる． 
グループ３では， 発話に関しては行動回数，母親との距離に
関しては行動の継続時間が影響することがわかった．また， 子
どもの状態が安定している時は母親に主張する回数が高く，不
安を抱く際に母親への発話内容が問いかけに変化した．同時に
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母親の近くに滞在する時間も長く観測され，行動の種類も多く
表れる傾向にあった． 
 上記で得られたことを踏まえ，被験者１について心情ごとに
まとめる．子どもが安心感を抱く時は，ひとり言などの子ども
自身への行動が主に観測され，母親に主張する回数も多く見ら
れた．それに対し心情に不安が生じている時には表れる行動の
種類が多く見られることがわかった．その中でも子どもの心情
が不安に向かう際には，母親に問いかける回数が上昇すること
が示唆された．また不安感を抱いている際には，問いかける行
為に加え，母親の横に滞在する時間が長くなる傾向があること
が明らかとなった． 
そこで母親の横に滞在する時間と母親へ問いかける回数の２
種類について適合率を算出した．その結果，前者が約88.8%，
後者が約67.2％であり，母親へ滞在する行動の方が心情との相
関が高いことがわかった． 
4.2. 被験者２ 
 被験者１と同様に，グループと心情の関係を，秒数と回数の
２点についてグラフ化したものを以下に示す． 
図 5 被験者２における行動と心情の関係（秒数） 
 
図 6 被験者２における行動と心情の関係（回数） 
 
全体的に，図5ではグループ２が占める割合が高く，図6ではグ
ループ３が高い．従って被験者２の傾向として，物に対する行
動の時間が長く母親に対する行動の回数が多いことがわかっ
た．またグループ４の行動はあまり見られなかった． 
グループ１～３についての行動の内訳を調査した結果得られ
たことを以下に述べる． 
子どもが安心感を抱いている時は，物に対しての行動が多いこ
とがわかった．またひとり言や母親への主張と言った発話の特
徴が見られた．それに対し子どもの心情に不安が生じた場合は，
対自分への行動では“じたばたする・歩き回る”などの落ち着
きのない行動を多くとることが読み取れた．また行動の種類が
多くなることも明らかとなった．さらに母親の横に滞在する時
間が多くなり，母親へ問いかける回数も増加する傾向にあるこ
ともわかった． 
そこで被験者２と同じく母親の横に滞在する時間と母親へ問
いかける回数の２種類について適合率を算出した．その結果，
前者が約85.9%，後者が約76.2％であり，今回も母親へ滞在す
る行動の方が心情との相関が高いことがわかった 
4.3. 被験者３ 
 被験者３は，被験者１・２と異なり実験中のほとんどの時間
を母親の隣で過ごした．その結果，ほとんどがAの状態であり，
不安を抱いた時間であるBは非常に少ない値となった．従って，
母親の横で作業をしている際には不安を抱きにくいと考えら
れる．また“母親の横に滞在する”を除いたうえで行動の特徴
を調査したところ，子どもの心情に不安が生じる際には母親へ
の行動の頻度の上昇や周りへ注意を向けるしぐさが増えるこ
とが示唆された．その後不安を抱く際にはそれらの行動がなく
なり作業時の姿勢に表れることが明らかとなった． 
4.4. 全体を通して 
 ３人分の結果を総合して考察する．まず心情ごとに共通して
いる行動と特徴を挙げる． 
・B-A，A（安心感が生じている時） 
共通行動：ひとり言・母親への主張の回数の上昇 
全体の特徴：自分自身で満足感を得られるものが多い 
・A-B，B（不安感が生じている時）： 
共通行動：母親へ問いかける回数の上昇 
全体の特徴：一定時間での行動の移り変わりが多い，意識が
外部に向けられた行動が多い 
以上のことから，不安が生じ始める際の特徴として，発話内容
がひとり言や母親への主張から問いかけに変化すること・行動
の移り変わりが早くなること・外部に注意が向き始めることの
３点であると推察された． 
幼児の行動は極めて個人差が多く，一般的にモデル化をするこ
とが難しいとされる．本実験においても，行動の時間・回数な
どは被験者によって大きく異なった．しかし，３人分の結果を
見ると“本人の発話内容・母親との距離・行動の移り変わる頻
度”が心情を反映する行動項目として挙げられると考える． 
また共通して検討が必要なものとして“母親の横に滞在する”
行動が挙げられる．これは，被験者１・２の適合率からも推測
されるように，一定時間のみの滞在であれば，Bを表すことが
多い．しかし，被験者３の結果から一定時間以上母親の横にい
て各行動の動きが小さい場合はAの状態であることが示唆され
た．この行動は一定時間のみの滞在を“滞在する”，一定時間
以上の滞在を“横にいる”として，２種類に分類する必要があ
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ったと考える．また両者が切り替わる時間値については個人差
があるため，検討が必要であると考える．今回の結果からは，
“滞在する”場合は子どもが立って母親の近くにいる状態であ
った．それに対し“横にいる”場合は子どもが座った状態で１
回あたりの行動継続時間が長いという特徴が見られた．これら
の特徴の関係を探ることが今後必要とされる． 
 また，今回は母親の主観評価を用いた．しかし母親の集中力
の偏りなどから子どもの様子に対する判断のぶれが生じた可
能性も拭えない．そこで客観的評価方法について検討する．状
態の客観的な評価軸としては生理指標が挙げられ，子どもにも
応用が可能である．その評価のみを用いる場合の問題点として
は，機器によって負担が大きい点・個人の特徴が失われてしま
う点の２点である．そこでデータ取得には子どもへの負担の少
ない生理計測機器を用い，そこに母親の主観評価を加える．そ
の結果，子どもの行動の制御が減り，行動の特徴も数値として
反映できる．また母親の映像評価で子どもの変化を見落として
しまった場合も，数値変化から心情変化を予測できる．それを
母親本人に確認することで見落としの防止につながると考え
る．また今回は一対の心情を大きく４段階に分割したが，本来
は段階ではなく連続的に変化していると考える．その点も計測
した数値の変化と合わせることによって心情の変化と行動の
関係について細かく追及できると考える．以上のことから，幼
児の心情の評価方法については今回用いた母親の主観評価と
生理指標を用いた客観的評価を合わせることにより，さらに正
確な心情の評価が得られると考える． 
5. システムへの応用の可能性 
 行動と心情の関係が明らかになった際にはそれらの行動を
物理データとして取得する必要がある． 
今回得られた３種類の行動項目について物理的な視点から検
討する． 
・本人の発話内容 
発話の種類として，ひとり言・母親への主張・母親への問いか
けが上記で挙げられた． 
ひとり言の特徴として１回あたりの継続時間が長い．そこで音
声が長く続いた場合はひとり言・短く途切れている場合は母親
への発話である可能性が高いことが示唆される．母親への発話
の区分けについては，語尾の上下で区分できると考える．  
・母親との距離 
キネクト[8]に搭載されている深度センサーなど，客観的に人
間の位置を取得できるセンサーを用いて母親と子どもの距離
およびその変化の計測が可能であると考える．  
・行動の移り変わる頻度 
身体的動作は主に子どもの体に対する顔の向き・腕・足に大き
く反映されていると考える．これらのデータを取得し，それら
が単位時間に表れる上下・左右・前後の動き（ｘ軸・ｙ軸・ｚ
軸）の値を取得する．その３つの数値の移り変わりが大きく変
化した時に行動を分割する．これらも上記と同じくキネクトを
用いて計測が可能である．さらに表情認識を用いることによっ
てより正確な心情推測が可能になると考えられる． 
これらの項目を組み合わせて推定することによって，より正確
な心情推定を行うことが可能となると考える．そのために項目
間の相関を明らかにすることが今後の課題とされる．  
6. まとめと今後の展望 
 本研究では，子どもの不安を表す継続的な行動を明らかにす
ることを目的とし，子どもの行動観測を行った． 
その結果不安が生じ始める際の特徴として，“発話内容がひと
り言や母親への主張から問いかけに変化すること・行動の移り
変わりが早くなること・外部に注意が向き始めること“の３種
類の行動が見られることがわかった．一方子どもが安心を抱く
際には“ひとり言が多い・母親へ主張する回数が多い”傾向が
あることも明らかにすることができた．検討が必要な行動とし
ては“母親の横に滞在する”が抽出された． 
また，心情を反映する行動項目について，“本人の発話内容・
母親との距離・行動の移り変わる頻度”の３種類に分けられる
ことが知見として得られた．今後は行動項目間の相関を明らか
にすることに加え，行動をさらに細かく分割し個人差と普遍的
に結びつくような方法を探ることが課題とされる．個人差を踏
まえた上での取得データの扱い方についてさらに探求してい
くことで，個人の行動特性を活かした心情推定への応用が期待
される．また本人の心情の評価方法についても主観評価と客観
評価を合わせるなど手段の検討が必要であると考える． 
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